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Ⅱ．苫米地義三と米内山義一郎
1．はじめに
法律学や政治学を学んだ人なら，衆議院解散の合憲性を争った「苫米地
訴訟」を知らない者はいまい(1)。その原告であった苫米地義三は，1880年
12月25日，青森県上北郡藤坂村（現・十和田市）に生まれ，1959年6月29
日に東京で死去した。苫米地は札幌中学を経て，1903年，東京高等工業
（現東京工業大学）を卒業。肥料，油脂業界で活躍，日本化学工業会社専
務，日本硫安会社専務などを務めた後，1940年，東北興業副総裁，1945年，
日産化学工業社長に就任した。
苫米地は，戦後の1946年，日本進歩党から衆議院議員に当選，また1947
年，民主党結成に参画，片山内閣の運輸相，民主党幹事長，および芦田内
閣で国務相兼官房長官を務めた。1950年，国民民主党を結成して最高委員
長となり，1951年，「サンフランシスコ講和会議」に全権委員の一人とし
て参加した。1952年8月の衆議院解散＝“抜き打ち解散”に際し，これを
違憲だとして提訴したが敗訴した。1953年には，参議院議員に転出，これ
を一期務めたものの，1959年6月，参院選挙の演説中に倒れて死去した。
晩年，雅号を「和耕」と称した(2)。
一方，青森県内の住民運動の指導者と知られている米内山義一郎は，県
会議員の時代に，議会において同僚議員を「馬喰（バクロウ）」だと侮辱
して問題となり県議除名処分を受け，いわゆる「米内山事件」の当事者と
して有名である(3)。
その米内山義一郎は1909年11月4日，青森県上北郡浦野館村に生まれ，
1992年10月5日に浦野舘の自宅で死去した。米内山は青森中学に入学した
ものの，中退。その後，1928年，全農青森県連合会の創立に参加して執行
委員となり，上北地方で農民運動に参加した。また青年団でも活躍，1938
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年，日本革新農村協議会青森県支部に参加した。後に満州に渡り，1941年，
「満州国開拓地赤化陰謀事件」で検挙されている。
米内山は，戦後1945年，社会党の結成に参画，県会議員を経て，1963年，
衆院議員に当選，以後これを通算3期務めた。また，1969年に持ち上がっ
た「むつ小川原巨大開発」に対しては，その計画の虚構性と住民の利益に
ならないと批判，1979年，反対運動に取り組んで北村正 知事を相手に訴
訟を起こし，それは「米内山訴訟」として知れている(4)。
Ⅱでは，青森県が生んだ保守政治家の一人として苫米地義三を，また革
新政治家の一人として米内山義一郎を各々取り上げ，両者の出生・経歴，
衆議院議員当選の経緯などを紹介，その上で，政治家としての特色を描い
てみたい。
2．苫米地義三
① 出生・経歴
苫米地義三（1880年12月25日～1959年6月29日)
〈年表〉
・1880年12月25日 青森県上北郡藤坂村（現・十和田市）に生まれる。
・1895年3月 札幌中学校卒業。
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・1903年3月 東京蔵前工専（現東京工大）卒業。
・1940年 東北興業副総裁に就任。
・1945年 日産化学工業社長に就任。
・1946年4月10日 衆議院・総選挙に，日本進歩党公認で青森県全県区から出馬，
初当選。片山内閣で運輸大臣。
・1947年3月10日 芦田内閣で国務大臣兼内閣官房長官。
・1947年4月25日 衆議院・総選挙に民主党公認で青森一区から立候補・当選。
・1949年1月23日 衆議院・総選挙に民主党公認で青森一区から立候補・当選。
・1950年4月28日 国民民主党を結成，最高委員長を務める。
・1951年9月 「サンフランシスコ講和会議」で全権委員の一人となる。
・1952年10月 衆議院解散（抜き打ち解散）後の，衆議院選挙に立候補せず，
日本国憲法第7条を衆議院解散の実質的根拠として行われた解
散が憲法違反であるとして訴訟。
・1953年4月24日 参議院・通常選挙に，改進党公認で全国区から出馬・当選。
・1959年6月29日 死去，享年78歳。
出典：長澤玄編『和耕 苫米地義三伝』〔和耕禄刊行会，1976年],109～112頁。
既述のように，苫米地義三は1880年12月25日，青森県上北郡藤坂村
（現・十和田市）において，苫米地金次郎の三男として生まれた。苫米地
家は，関東管領上杉憲政の末裔，山内上杉流苫米地家の一族で，古くは中
臣鎌足まで遡ることができる日本の名門家系でもある，という。高等小学
校を卒業した年，4年前に両親が開拓に出かけた北海道に渡る。1895年，
旧制札幌中学を経て，蔵前工専（現在の東京工業大学）応用科学科を卒業。
大阪の阿部製紙を振り出しに肥料油脂工業関係の会社に関与している(5)。
実際，苫米地は大阪硫槽から大日本造肥料取締りを経て，東北興業副総
裁，日産化学工業社長，および日本油脂株式会社会長に就任，また全国肥
料商業組合理事長，経団連理事を歴任，主として肥料関係50社に関わって
いる。この間，破産した八戸銀行の再建にも尽力，副頭取に就任した。ま
た，私財を投じて「財団法人昭和謝恩会」を設立，青少年の育英事業を
行った(6)。
苫米地は戦後の混乱期に，疎開先の藤坂村から日本独立回復のため政界
への進出を思い立ち，1946年4月の衆議院・総選挙で，青森第一区から日
本進歩党公認として出馬・当選，政界入りを果たす。以後，衆議院議員に
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当選すること三回，参議院議員にも一回当選している。進歩党では，政務
調査会長に就任，その後，1947年3月，民主党結成に参画，片山内閣の下
では，運輸大臣を務めた。後続の芦田内閣の下では，1948年3月，内閣官
房長官に就任している。
苫米地は1950年4月，国民民主党結成に際し，同党の最高委員長に推薦
され，これを受けた。そして，翌1951年9月，サンフランシスコ講和会議
に，吉田茂・首相，池田勇人・蔵相ら6人とともに代表団の一員となり，
野党を代表して全権委員として出席，対日講和条約に調印した。健全野党
の行動を貫くはずであった苫米地は，党内の議論を超えて外交だけは超党
派であるべきだ，という信念を持っていたのだ(7)。
吉田首相は，1952年8月，自由党内の反吉田派の動きを制して，「抜き
打ち解散｣(8)を断行した。だが，苫米地はこれを違憲として立候補せず，
選挙を無効だと訴訟を起こし，東京地裁で勝訴した。しかし第二審では敗
訴，上告したものの，最高裁は「統治行為論」で上告を破棄した。この経
緯は，「苫米地事件」としてよく知られている。
苫米地は1953年4月，参議院・通常選挙で，改進党から全国区に出馬し
て当選，改進党の参議院議員会長を務めた。改進党が日本民主党に合流す
るや最高委員に就任する。その後民主党は，結党した自由民主党に合流し
た。苫米地は1959年の参議院・通常選挙で，遊説中に発病・死去した。享
年78歳であった。
② 衆議院議員・参議院議員
政治家としての苫米地義三のスタートは，戦後1946年4月の衆議院・総
選挙が最初である。この時，一県一区の大選挙区で，定員7名に34人が立
候補した。苫米地は進歩党公認で出馬，3万2,531票を獲得して，ベテラ
ン政治家の工藤鉄男（2万9,336票）を押さえて，最下位の7位で当選を
果たした。時に，苫米地は67歳，当選者の中では最も高齢であった。かな
268 専修法学論集 第128号
り遅い政界進出である(9)。
次いで，苫米地は翌1947年4月の衆議院・総選挙でも，今度は青森第一
区から民主党公認で出馬，2万8,546票を獲得して，夏堀源三郎（2万
6,583票）を制して，第3位で悠々当選した。東奥日報紙は当選した7人
の代議士のプロフィールを紹介しており，苫米地について次のように伝え
ている。
「政界は一年生─肥料の苫米地氏……肥料の苫米地で通り昨暮の総選挙
で三浦一雄，森田重次郎氏らに推されて出馬，実業界から政界入りした新
人。政界一年生だけに大衆性に乏しく，今次選挙に一次苦戦を伝えられた
が，実力がモノをいって再選された｣(10)。
苫米地は，1949年1月の衆議院・総選挙でも民主党公認で出馬，4万
2,990票を獲得，小笠原八十美（5万0,665票）に次いで，第二位で当選し
ている。時に，苫米地は71歳の高齢に達していた。
当選した苫米地の様子を東奥日報紙は，次のように報道している。
「悠々当選した苫米地義三氏は語るー私が県民に公約するのはわが党のか
かげる中道政治の誠実な履行である。……その根底となるものは，財政の
均衡生産増強による賃金，物価の安定である。対日為替ルートの設定も外
部から側面的にこれを促進しようとするもので私はまずこうした問題の解
決に努力したい……｣(11)。
ただ，1952年10月の衆議院・総選挙では，苫米地は現役であったにもか
かわらず，出馬断念に追い込まれる。何故なら，「森田（重次郎）との関
係があった。戦後第一回目の選挙で，森田の公職追放で森田の身代わり候
補であった苫米地が，森田復帰ということから，次回の参院選にタナ上げ
された」のである。当時の政治情勢は公職追放組が政界に復活し，苫米地
に勝ち目はなかった。情勢を読んだ苫米地は，総選挙への不出馬を声明し
たのであろう(12)。
そこで苫米地は，1953年4月，改進党から参議院・通常選挙に全国区に
戦後青森県の「保守勢力」と「革新勢力」② 269
打ってでて，当選する。南部と肥料界の基礎票で国会議員の議席を手にし
たのだ。19万7,099票を獲得したが，その中で14万票は県内からの得票で
あり，順位は40位であった。参議院に転じた苫米地は，改進党・参議院議
員会長を務め，改進党が日本民主党に合流し最高委員に就任，その後，結
党された自由民主党に合流した。苫米地は，「55年体制」の先駆的役割を
果たした，といってよい(13)。
③ 国務大臣（運輸相・内閣官房長官）
既述のように，苫米地は，片山内閣の下では運輸大臣に就任した。衆議
院議員としてわずか2回目の当選にすぎなかった。公職追放で大物議員が
出馬できなかったとはいえ，幸運な大臣就任であり，短期間の出世ぶりで
ある。民主党最高顧問の楢橋渡は，苫米地について次のように評している。
「彼のもの柔らかそうな外皮の中には，実は粘りのあるシンの強いものを
隠している。彼は決してでしゃばることをしなかった。しかし皆がお世辞
にでも委員長に推せば別に遠慮せず平気で受ける人物であった。その辺が
戦前派の政治家と違う能率主義なのかもしれない｣(14)。要するに，二回目
の当選でもって，他党の率いる内閣に大臣の椅子を占めたということは，
苫米地の「人格手腕がものをいった結果」，に他ならない(15)。
片山内閣で副総理や外相を務めた民主党総裁の芦田均が3月10日，社会，
国民協同との後継連立政権を組閣した。苫米地もまた乞われて入閣，国務
大臣兼内閣官房長という要職に就任，政権を切り盛りした。このとき，苫
米地はことさら自分の地位を求めるようなことはせず，ただ芦田首相のよ
き女房役として働いた。だから，苫米地官房長官は，新聞記者から非常に
好感をもたれた。というのも，「物事を隠すようなことをせず，またどう
しても公表されて困るような事は書かないことを条件にして話す。しかも
それには嘘が少しもなかった。いつも気軽に応じてくだけた態度で話し
合」ったからだ(16)。
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しかし，苫米地は運輸大臣をわずか半年で1947年11月30日に辞任，また
内閣官房長官も七ヵ月で退陣した。苫米地が衆議院に議席を有したのはわ
ずか三回で，年数にして6年余であった。その出世ぶりは異常で，政界で
は羨望の的であったのは想像に難くない。東奥日報紙の松岡孝一記者は，
このような苫米地を「目くるめくるような要職を衆議院議員初当選以来わ
ずか3期のうちにこなしてしまった。このような短時間で脚光を浴びた人
は他に戦前，戦後を通じて県内の政治家にはいない」，と評している(17)。
④ 政治家「苫米地義三」
政治家苫米地は当初，「中道政治」を目指した。だが，次第に保守勢力
に移行していった。ただ，当時としてはかなりの年齢にもかかわらず新鮮
さを維持，敗戦後の新時代に生きる感覚を身につけた政治家であった。改
めていうまでもなく，苫米地は元をただせば技術屋であって政治家ではな
かった。事業家および政治家時代を通じて，終始一貫しているのは，苫米
地の物の考え方である。それは極めて論理的であって，それに合致しなけ
れば，容易に納得しなかった(18)。
青森県知事を務めた竹内俊吉・衆議院議員は，苫米地のことを次のよう
に評している。「私は実業家時代の苫米地義三を知っているが，非常に物
事の条理を重んじる人で条理の立たないことには損得をヌキに反対する。
その反面，条理の前には極めて責任感が強い｣(19)。
けれん味のない常識人であった苫米地は，よほど先の見える政治家で
あった，と思われる。だから，選挙情勢の分析する場合も，自分で現場を
確認する「苫米地流実践法」を採用した(20)。
1949年の総選挙で三回目の衆議院議員に当選した苫米地は，民主党の最
高委員（党首）に就任した。その上で，1951年のサンフランシス講和条約
には民主党を代表して，晴れて日本全権委員の一人として出席，対日講和
条約に調印した。苫米地にとって，政治家として最高の瞬間であった。
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苫米地は，“政治は誠なり”という信念を持ち，選挙演説中は決して，
「私に皆さまに清き一票をご投票願います」という意味の言葉を一度も発
しかった，という(21)。苫米地が衆議院議員に当選した一年生議員のとき
の国会は，憲法改正が焦点であった。苫米地は衆議院議員として，現行憲
法の起草にタッチしており，自ら『革新憲法と信託主義思想』というタイ
トルのパンフレットを公刊している(22)。苫米地は過去の経歴からして，
新しく構成された衆議院の中において既に大物議員だったのだ。それは
1946年の暮れ，吉田内閣が苫米地を税制調査会長に任じたことでも明らか
である。今日の納税申告制度は，実はこのときに案出されたもので，「人
間の性は善なりという苫米地の信奉する哲学を政治の具現した一つの働
き」であった(23)。
3．米山内義一郎
① 出生・経歴
米内山義一郎（1909年11月4日～1992年10月5日)
〈年表〉
・1909年11月4日 青森県上北郡浦野舘村に生まれる。
・1923年4月 県立青森中学に入学。
・1926年10月 中途退学，村で青年活動に入る。
・1927年6月 社会民衆党に入党。
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・1929年 日本労農党に入党。
・1930年 日本大衆党に入党，六ヶ所村の農地125町歩小作農に解放。
・1934年11月 小作争議で七戸警察署に検挙，村議補欠選挙出馬・落選。
・1935年4月 村議選で落選。
・1938年3月 産業組合事件で弾圧され，産業組合長解任。
・1941年1月 「満州国開拓赤化陰謀事件」で検挙される。
・1943年1月 葉代と結婚。
・1945年10月 青森県社会党結成，浦野舘村長に就任（11月）。
・1947年4月 衆議院・総選挙に社会党から出馬，次点で落選。
・1949年1月 県知事選に出馬・落選，小川原沼漁業組合長。
・1950年11月 衆議院・総選挙に出馬，次点で落選。
・1951年4月 県議選に出馬，当選。
・1952年3月 「米内山事件」で県議除名され，翌年1月復権。
・1954年11月 県知事選に出馬・落選。
・1955年4月 県議選に出馬，当選。
・1958年5月 衆議院・総選挙に出馬・落選。
・1960年11月 衆議院・総選挙に出馬・落選。
・1963年11月 衆議院・総選挙に出馬・当選。
・1967年1月 衆議院・総選挙に出馬・当選。
・1969年12月 衆議院・総選挙に出馬・落選。
・1971年1月 県知事選に出馬・落選。
・1972年12月 衆議院・総選挙に出馬・当選。
・1976年12月 衆議院・総選挙に出馬・落選。
・1979年8月 日本社会党を離党，「米内山訴訟」を提訴。
・1992年10月5日 心不全で死去，享年82歳。
出典：『米内山義一郎生誕100年記念誌－米内山義一郎の生き方』〔『米内山義一
郎生誕100年記念誌編集委員会，2010年〕，371～377頁。
米内山義一郎は，左派社会党の県会議員で後に衆議院議員に転身，青森
県における住民運動の指導者である。義一郎は1909年11月4日，青森県上
北郡浦野館村において，歯科医師米内山健助・ミキの長男として生まれた。
裕福な家庭で育ったのである。青森中学に入学したがこれを中退，1927年，
社会民主党に入党，政治活動を開始した。翌1928年，全農青森県連合会の
創立に参加，執行委員となり，上北地方で農民運動に邁進した。また青年
団でも活躍，1938年，日本革新農村協議会青森県支部に参加した。その後，
満州に渡るが，1941年，「満州開拓地赤化陰謀事件」で検挙される(24)。
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戦後，米内山は，社会党の結成に参画するとともに，1945年，浦野舘村
長に就任している。その後1951年，県会議員に当選，また1963年には，衆
院議員に当選，これを通算3期つとめた。米内山を語る時に忘れてならな
いのは，米内山がいわゆる県議会議員を除名された事件である。それは予
算員会で起きた舌禍事件で，米内山は，この事件で県議会史に名をとどめ
た(25)。衆議院議員を引退した晩年の米内山は，「むつ小川原開発反対」に
闘志を燃やし，県知事を相手に住民訴訟を起こし，その先頭に立って活躍
したが，1992年10月5日に死去。享年82歳であった。
② 村長，県会議員，衆議院議員
米内山は戦後，各地で日本社会党が結成された時，生まれ故郷の浦野舘
村の村長に議会で選ばれ，社会党員として初めて首長になった。村長に就
任した米内山は，小川原沼の漁場育成や土地改良事業に力を注ぎ，農地改
革を徹底的に推進，湿田地帯の改良を実践した。陳情のために上京した時
にも，村に運動費として2千円しか請求しなかった，という(26)。
米内山は，1951年4月，県会議員選挙に出馬，これを二期務めている。
既述のように，県議時代に米内山は，舌禍事件を起こした。1952年3月13
日，県議会の定例会で，米内山は，行政整理や地方事務所廃止などについ
て緊急質問の第一陣にたった。しかし，質問の後半で，県会議員を建設業
者や馬喰に例えて愚弄するような発言を行い，除名処分を受けた。米内山
はこれを不服として，処分執行停止を青森地裁に申請・決定。これに対し
て，議会側は内閣総理大臣への異議申し立て，最高裁特別抗告とそれが却
下されるなど，大騒動が約5ヵ月間も続いた。ただ，最終的に除名は10ヵ
月で取り消され，米内山は，晴れて県議に復権した。県会議員が除名処分
を受けたのは，全国でも初めてのケースであった(27)。
米内山は1963年11月に実施された衆議院・総選挙に出馬，五回目にして，
初めて当選の栄に輝く。時に，米内山は53歳に達していた。この総選挙で，
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米内山は6万3,383票を獲得，5万1,239票獲得した同じ社会党の淡谷悠蔵
とともに，第3位および第4位で当選，また第二区で当選した島口重次郎
と合わせて，社会党は一気に三議席を手にして完勝，“社会党の黄金時代”
を築いた(28)。
東奥日報紙は，衆議院・総選挙に落選四回の米内山当選の背景を次のよ
うに報じている。「米内山氏は過去数回アテ馬候補として苦杯をなめてい
ることに同情が集まり，加えて栄沼のヘリコプター農業指導で農村婦人・
青年層の人気を呼び，“こんどに政治生命をかけている”との呼びかけが
功を奏した形となり，三位にすべり込んで，これも初当選した｣(29)。
米内山は，1967年1月の衆議院・総選挙でも連続当選した。しかし，
1969年12月の総選挙では落選，だが，1972年12月，衆議院・総選挙で返り
咲いた。けれども，1976年12月の衆議院・総選挙では共倒れで再び落選。
これを最後に，米内山は以降選挙に出ることはなかった(30)。その後，米
内山は1979年8月3日，50年も長い間住み慣れた社会党を離党する。
③ むつ小川原訴訟
周知のように，「むつ小川原開発」計画は，我が国における公共事業の
無責任性を象徴するものである。国は県に立案させ，これに一切責任を負
わず，閣議了解というお墨付きを与えるという形で全ての事業が執り行わ
れ，しかもいずれも破綻している。
米内山を“現代の偉人”たらしめているのは，「むつ小川原開発」計画，
すなわち，下北半島の原子力基地化を策謀，かつそれを内容とする巨大開
発と闘ったからに他ならない。国，電力会社，および県は，農民・漁民た
ちを欺き，その結果，小川原港は石油陸揚げ港から，今や一転して，使用
済み核燃料廃棄物の搬入港と化している。米内山は，この巨大な詐欺的な
巨大開発事業に対する闘いの方法として，地方自治法第242条の二第一項
による「損害賠償代位請求訴訟」という道を選んだのだ(31)。
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既述のように，米内山義一郎は，政界の第一線を退いた後も，政治に鋭
い目を向け続けた。ことに，「むつ小川原開発」では，その先頭に立って
反対運動を展開した。そして，1979年には，「県が支払ったむつ小川原港
漁業補償費は漁獲高などを作為的に水増しして算定しており，多額の公金
を不当に支払った北村知事は百億円を県に返すべきだ」として，知事を相
手取り損害賠償訴訟を起こした。いわゆる「米内山訴訟」である。それは
最高裁まで持ち込まれ，1989年7月に上告破棄の判決が下った(32)。
米内山は，この巨大開発の末路を，次のように見通していた。「私は最
初から虚構だらけの開発がうまくいくとは思っていなかった。最近の情勢
は私の信念が正しかったことを証明している。……そこで（米内山）の武
器を実戦で生かせば，必ず展望は開けます。もうこんなことは青森県に二
度とあっちゃいかんと思います」，と吐露している(33)。
④ 政治家「米山内義一郎」
米山内義一郎は，実に多くの選挙に出馬している。実際，衆議院・総選
挙には9回，知事選挙には3回，県議会議員選挙に2回，八戸市長選に1
回，また，村長選や村議選もやっているから，15回以上にわたって，選挙
の修羅場をくぐってきたベテラン政治家である(34)。
すなわち，米内山は，労組出身で1945年浦野舘村長，小川原湖漁業組合
長，および社会党県連書記長などを務め，1951年から県議二期を経て，
1963年の総選挙で衆議院議員に初当選，1967年には，県本部執行委員長に
就任，1969年の総選挙では落選したものの，1972年に返り咲きを果たし，
衆議院議員を通算三期務めた。米内山は，政治家として戦後の復興から青
森県の“革新勢力の灯り”として政治に情熱を注いできた(35)。いわば，
社会主義の道を歩み，本県の社会党の育て親でもあった(36)。
社会党の衆議院議員の関晴正は，米内山の死を悼んで，「偉大で清潔な
政治家」だとして，次のような弔問文を寄せている。「（米内山氏は）本県
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が生んだ偉大で清潔な政治家だった。よく勉強し，県民のために働いた。
私が米内山さんから受けた影響は大きく，常に手本だった。むつ小川原開
発反対をライフワークとし，離党してからも独自の活動を続けていた。惜
しまれる最期だ｣(37)。
政治家としての米内山を考える場合，留意すべきは社会党県委員長を務
めたのに社会党を離党したことであろう。青森県の社会党は，中央の左派
と右派の対立を反映，いわゆる「党人派」と「県労派」とが対立・紛争を
繰り返してきた。同じ左派系でも淡谷悠蔵との確執は良く知れている(38)。
米内山は，社会党委員長だった成田知己のいう「成田三原則」，つまり
「議員党的体質」，「労働組合依存」，および「日常活動の不活発」をいい続
けたものの，一つも実行にうつされなかったので，嫌気がさしたのであろ
う。元八戸市議の富岡敏夫は，第34回衆議院・総選挙で，社会党が協会派
と執行部との対立から，米内山と渡辺三夫が第一区で共倒れという最悪の
結果となったことが大きいと，証言している(39)。
米内山は，いたずらに社会主義理論を振り回す隋伴者とは違い，恰好だ
けでなく正に命がけで「直耕直食の民」と共に生き抜き，「反骨」に一生
を捧げた清廉潔白で“偉人な政治家”であった(40)。
4．おわりに
苫米地は最高学府に学び，戦前は企業人として，産業界で立身出世した。
そして，戦後は政界に身を投じ，衆議院・総選挙に打って出て，短期間の
うちに運輸大臣，内閣官房長官に就任，最後は講和会議の代表一員として
参加，政治家として栄誉を極めた。いわば，日本政治の最前線を走って
いった，中道政治から保守政治への進んだ気鋭の政治家であった。
一方，本県の革新勢力を代表する米内山は旧制中学を中退，戦前は農民
運動に参画，そして戦後は政界に進出，社会党の県議，衆議院議員となり，
住民運動の指導者として名をなした。
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前者はいわば，上から永田町の政治に君臨，一方，後者は下から本県の
政治に関与した，偉大な政治家であった。両者に共通している点は，政治
家としての“清廉潔白”な姿勢であろう(41)。また両者は，各々，「苫米地
訴訟」「米内山訴訟」の当事者としてよく知れているのも共通している。
なお，苫米地と米内山の両人は，衆議院・総選挙において，青森第一区か
ら立候補，保守・革新勢力の代表として直接戦いをまじえている。それは，
1947年と1949年の総選挙の時で，結果は苫米地が民自党の候補として当選
したが，米内山の方は社会党の候補として出馬したものの，二回とも落選
している(42)。
〈注〉
（1） 苫米地義三は，衆議院の解散により衆議院議員の座を失い，衆議院の内閣不
信任決議を経ずに内閣によって一方的に行われた衆議院の解散について合憲性を
争った。最高裁は，国家統治の基本に関する「高度の政治性のある国家行為のご
ときは」，たとえそれが法律上の争訟となり，これに対する有効無効の判断が法律
上可能である場合であっても，このような国家行為は，裁判所の司法権の外にあ
り，その判断は，主権者たる国民に対して政治的責任を負うところの政府，国会
などの政治部門の判断にまかされ，最終的には国民の政治判断にゆだねられてい
るものと解するべきだ，とした。つまり，「衆議院の解散は，高度の政治性のある
国家行為であり，司法審査の対象外となると」して，いわゆる「統治行為論」へ
の道を開いた（戸松秀典「統治行為」『平凡社 大百科事典，第8巻』〔平凡社，
1985年〕，652～653頁）。
（2） 林田忠「苫米地義三」『青森県人名事典』〔東奥日報社，2002年〕，463頁。
（3） 和田忠志「米内山義一郎」，同上『青森県人名事典』，731頁。
（4） むつ・小川原巨大開発に反対し米内山訴訟を支持する会編『米内山義一郎の
思想と軌跡』〔有限会社マイプリント，1999年〕，112～114頁。
（5）「苫米地義三」松山弘志『百五十九人の大臣』〔クサカ印刷所自費出版センタ
ー，2001年〕，392頁。
（6） 前掲書「苫米地義三」『青森県人名事典』，463頁。
（7） 長澤玄編『和耕 苫米地義三伝』〔和耕禄刊行会，1976年〕，114頁。
（8） 抜き打ち解散については，藤本一美『解散の政治学－戦後日本政治史』〔第三
文明社，2009年〕を参照。
（9） 木村良一『検証 戦後青森県衆議院議員選挙』〔北方新社，1989年〕，19頁。
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なお，木村は，「本県においても，公職追放の森田重次郎の身代わり候補として苫
米地義三が立候補し，最下位ながら当選した」，と記述している（同上，20頁），
苫米地義三述，長沢玄光編著『苫米地義三回顧録』〔浅田書店，1951年〕，299頁，
苫米地は，追放された森田重次郎の地盤を主とし，三浦一雄の地盤を従として，
七戸町の中野吉十郎を選挙事務長に体制を整えた。八戸地区は神田市長の民主系
を頼りに，阿部真之助に後援を頼んだ（前掲書，長澤玄編『和耕 苫米地義三伝』，
43頁）。
（10）『東奥日報』1947年4月27日。
（11）『東奥日報』1949年1月25日。この中で，苫米地は“保守提携は考えられず，
修正資本主義の立場で，中道政治の確立をめざす”，と語っている（同上）。
（12） 前掲書，木村良一『検証 戦後青森県衆議院議員選挙』，68頁，ただ政治学者
の木村良一は，「はた目には，森田，苫米地の二人の関係と見過ごされたが，選挙
戦に入って，苫米地が森田を支援しないところに，この関係は釈然としないもの
があった」，と指摘している（同上）。衆議院に三期当選した苫米地は，運輸大臣，
内閣官房長官を務め，本来ならば参議院に転出する必要はなかった。義理堅い点
が窺われる。しかし，こうした勿体ぶらない態度が政治家として歩んでいく以上，
果たして得策かどうかは疑問を感じる（前掲書，苫米地義三述，長沢玄光編著
『苫米地義三回顧録』，308～310頁）。
（13） 松岡孝一『一地方記者の記録─東奥日報とともに半世紀』〔東奥日報社，2000
年〕，196頁。
（14） 同上，194頁。
（15） 楢橋渉「わが人物評─苫米地義三」『日本経済新聞』1955年3月28日，前掲書，
長澤玄編『和耕 苫米地義三伝』，84頁より再引用。
（16） 前掲書，苫米地義三述，長沢玄光編著『苫米地義三回顧録』，303頁。
（17） 同上，308～309頁。当時，記者たちは「先に緒方あり，今苫米地あり」と
いって，苫米地の名官房長官ぶりを称えた（同上，309頁），苫米地が芦田内閣の
官房長官に就任したとき，第一に決意したことは「如何なる場合にも怒らぬこと
だった」という（長澤玄編『和耕 苫米地義三伝』〔和耕禄刊行会，1976年〕，50
頁）。
（18） 前掲書，松岡孝一『一地方記者の記録─東奥日報とともに半世紀』，192頁，
苫米地が運輸大臣を辞任したのは，いわゆる「運輸大臣闇物資輸送事件」の責任
をとったからだ（詳細は前掲書，苫米地義三述，長沢玄光編著『苫米地義三回顧
録』，306～307頁を参照）。
（19）『日本経済新聞』1955年3月28日，前掲書，長澤玄編『和耕 苫米地義三伝』
〔和耕禄刊行会，1976年〕，84頁より再引用。
（20）前掲書，松岡孝一『一地方記者の記録─東奥日報とともに半世紀』，195頁。
（21） 前掲書，苫米地義三述，長沢玄光編著『苫米地義三回顧録』，300頁。
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（22） 同上，255頁，前掲書，長澤玄編『和耕 苫米地義三伝』，58～59頁，苫米地
は，国会議員が国民の信託により政治を行うという考えを展開，どちらかといえ
ば，改憲論者であって，軍備を持たぬ独立国はあり得ない，と主張した（同上，
長澤玄編『和耕 苫米地義三伝』，58，74頁）。なお，苫米地は，石炭動力の利用
が産業革命を起こしたのと同様に，次の産業革命は原子力の登場であることは最
早間違いない事だとして，我が国でも原子力利用の準備研究を進めるべきだ，と
述べている（苫米地義三「原子炉予算の意義─科学の進歩を見とおす政治」『朝日
新聞』1954年3月19日，同上，長澤玄編『和耕 苫米地義三伝』，81頁から再引
用）。
（23） 前掲書，苫米地義三述，長沢玄光編著『苫米地義三回顧録』，302頁。
（24） 前掲書，沼田忠志「米内山義一郎」『青森県人名事典』，731頁。
（25） 前掲書，松岡孝一『一地方記者の記録─東奥日報とともに半世紀』，219頁。
（26） 富岡敏夫「米内山義一郎と社会党」『米内山義一郎生誕100年記念誌─米内山
義一郎の生き方』〔有限会社マイプリント2010年〕，65，67頁，前掲書，沼田忠志
「米内山義一郎」『青森県人名事典』，731頁。
（27） 米内山県議員の除名問題については，さしあたり，藤本一美『現代青森県の
政治(上)1945～1969年』〔志學社，2015年〕，80～81頁を参照。
（28）『新聞記事に見る青森県日記百年史』〔東奥日報社，1978年〕，749頁。
（29）『東奥日報』1963年11月22日。
（30） 前掲書，富岡敏夫「米内山義一郎と社会党」『米内山義一郎生誕100年記念
誌─米内山義一郎の生き方』，71頁。1976年の衆議院・総選挙での米内山の落選に
関して，東奥日報紙は，次のように分析している。「中でも米内山は大半の町村で
前回の票を維持できず，次点にも手が届かない惨敗。むつ小川原開発一本やりの
日常活動が，裏目に出た感じだ」（『東奥日報』1976年12月6日）。
（31） 清水誠「続・市民の目 4，米内山さんの歩みと語録─市民法の鑑」『法律時
報』第71巻8号（1999年7月），112～113頁。
（32）「米内山義一郎氏が死去」『東奥日報』1992年10月6日。
（33） むつ・小川原巨大開発に反対し米内山訴訟を支持する会編『米内山義一郎の
思想と軌跡』〔有限会社マイプリント，1999年〕，107頁。
（34） 前掲書，松岡孝一『一地方記者の記録─東奥日報とともに半世紀』，216頁。
（35）「元社会党代議士の米内山氏死去」『陸奥新報』1992年10月6日。
（36）「米内山義一郎氏が死去」『東奥日報』1992年10月6日。
（37） 同上。
（38） 前掲書，松岡孝一『一地方記者の記録─東奥日報とともに半世紀』，216頁。
（39） 前掲書，富岡敏夫「米内山義一郎と社会党」『米内山義一郎生誕100年記念
誌─米内山義一郎の生き方』，72～73頁，「昭和51（1976）年の衆議院・総選挙で
一区二候補による共倒れを招き，以来，党県本部との間で離反傾向が強まってい
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た」『東奥日報』1979年8月4日。
（40） 同上，富岡敏夫「米内山義一郎と社会党」『米内山義一郎生誕100年記念誌─
米内山義一郎の生き方』，74～75頁。
（41） 苫米地は，総選挙で乏しい選挙費用をやりくりして当選してきた。実際，株
券を売り，家を売り，畑を売りして選挙資金を捻出してきた（前掲書，苫米地義
三述，長沢玄光編著『苫米地義三回顧録』，56頁，76頁）。一方，米内山も社会党
所属議員として，貧しい選挙資金でもって選挙戦を戦い抜いてきたという点で，
共にカネには縁がない“井戸塀政治家”，であった（前掲書，富岡敏夫「米内山義
一郎と社会党」『米内山義一郎生誕100年記念誌－米内山義一郎の生き方』，68頁）。
（42） 詳細は，前掲書，木村良一『検証 戦後青森県衆議院議員選挙』，参照。
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